
TTL)

就 学 期 に 先 天 性 股 関 節 脱 臼 の 最 終 成 績 を

予 測 ず る レ 線 指 標 の 検 討

新 潟 東 学 医 学 部 整 形 外 科 教 室 (主 任 :闇 組 蓮根 教 授 )

皆 川 元

A study of roentgenologic indicators 

obtainable at 5-6 years of age to 

prognosticate the final result of the 

congenital hip joint dislocation

Hajimu MINAGAWA, M. D

[)I.I,I.り/ (JT･(,ltE.,/HL(IjI(-▲ヾ(/[･;-.,rげ .＼＼

.＼lrlzl.I...(Jl(I I'/!汗t.[･石 /.＼･▲ヾ(.!7- ,/ 再∵ 廿 {11-(,['T日,

･I)ire.i.I(･[･: l'[･(,/∴ r'tl.ヾ日.＼･EI 'r'Z.illTTL,(I､L

li.､.<iLIulll ;i(.tit;ll.HllHr ti.tlL<=1.･t.<i三日 )1. L<tlt'.hl＼:lti日日 りr tllt~､ 1両 一 .両 日t L<till t川 l;111 t州 (iS tい

(-し.(･llr tLVtl= こIrtt-T･ tr州 川 It)=t u･･ilh i-111'1圧 h.･ll･FltW ;川 LI I-1lt･ti州 It･Lrtlr ilH _､こ.1L<t-L< い,iltl tItll;lyt､ti

i=1日吊 tr･m tm い=t ＼＼･itt1 1)lHトtt.r i_､IlSling.

lt i.< HH HL1;li'げ_tr tll:lt tht､ (､1.1J-;川 LLTI'. i.< にnlこItげ 111二川 '..H十 .lit t症 ;lil.い t･11 1こ∴ ＼＼宜 ､Il

tht､ LTr= ＼･ll1 (事r lllい 1両 パ ',izlt i.q H )111日lt-ttl古 i11 日 ･Litl. I(= 't)I.･li= (･1 .i;l汗 訂 :lt､t川 T r.~､L<lJll (汁

tT･tL;= lll州 l 証 tht､… =Lr… it.･ll LIi品 -(､t･1.ti日日 t汗 th(ゝ llil) j.,油 . (-)tl tllt､ ～,tlM ･ h.1川 Li. 日付 日日こ11

日､州 tttl州 1 品 し-1lItl llLt1品 11両 卜 しい=lllltltL吊 恒 ;I' (パ ･t~-1111.i t･上 申 ､ i11 日=r .i(_)(l晶 … ＼'汗日日Im ¶ て こtl

urhi(.Ill ;ltt州 LlH11'Lt､ 1日 .L汀 (･川 HTH,r ト日日,I,i L<t:=1.i. Tll州 イ=!･モー∴ l iゞ ＼＼･川 -tln＼宜 1･L･ t一一 thlLl こ111.1r

t･り州 圧 しゝ11()lt-Lrit･ illLlitt;lt川 ･ド Ilt tlけ こIfLてい t,i● 上 丘 ＼＼,i証 h (I.･川 【けr-ビ‖()LitiL･.lilt, ＼＼-tlいIht-lr 日日･･

('ト二-;川 が (, ;lt 汗=- ごり1:I.､ いr l'j W ill I.L(､山 .ll Hl l州 .qt I(- 1](1~ 川 . 日日t. 症 (-;1日鰍 , il■ ‖い1. 日し･t十

rt､tLTrt､tu il,Il ;-1tlt･車 ･L<i.< thr川 1再 l 川 ､･りL<‖Ll-:= i岬 … Itl州 l晶 ＼-l･里 一六 (-1' 川 = 叫 , jt,血 t< (汁 .~ト

(､.ll.<t済 ､＼･itll 〔IT)ll ＼＼-hi(､h ＼＼'… l tt･州 tt､Li ＼＼riHl I,(,I.… 了 匪 lトtt･r t･こlト‖ rlt,I: Ll=l･iTIg th.､ いtlrit,li

tl… Hl 川 til い lt)Tf' in th'､ Ⅰ)t､叶 い1. (-)r汗l岬 日._晶 (- L<ur.LTげ ト N i豆 .･lt;i I_'‖i＼･LLll.<itト 'llht,

し,t･1.W S ill(車 晶 ､ -i Ill;llLゝt< (.lllLi ';.I l十日lItlt1L<.

rllh(パ rlVt､トtiLTI1tt,Li lliい jf_,iTlt.q ＼＼,(-)T･t, (･1;I.i.<iFiLゝ(1 恒 ･ tllt､ FILr;晶 ､ り( 日高 r r川 Iln;lti日日 こIt lht､

fim ll (.･＼11111iHHhorl illt(, thl･什 ドl･川 =).i, i.t､. rl･l'1日) 1 ＼＼ritll ('f:.･d･日照 It､ m ･(,r .Jt) . LL汀 日日t, L!

li叩 tliHt rt､tluL､StS tい: ル jitl川 ＼ljl= H-こ川 ･Il. t叫 粧 I.十日 し_.: 〒 ～151 軒 丁畑 1細 川 川 jl訂 ≠Ej

1)叩 l･i,1-(兼 tht-I-Iu､tlit･HHrH･'､I･_1㌧ ＼ i心 llこl 打 ㍊ 十 /十､_､言 上畑 lL･'Y'‖ :l守'摘 :

U Ill､'tlr.<恒 ,SL-hLM 】吊 .lll､(lit.inL､. N iigHtこl

L'il_1'. ～).:)1 J:＼巨 ＼＼ .

皆 川 ブじ



皆川 :就学期に党禿矧投関節脱閏の最終成績を予測するレ線指標の挽rJf､倉 TTl

＼＼･ith th;ltI)tl＼＼pL-… l～)し1;川(I〔i(乙川(1LLrn)l叩 :う＼＼･ittltllLlt いトト tllこ~1n .5､二 1川〔llhtlLW Ft･=11-S

wereCO㌘耐 蝕もe述 by 摘em磁軸 呈eTe欝丁eSS立omL鼠m絶息ぎS量S繭 痛 CE-汲昭 瞳,盈eeもabu王盈Tin通約摘笠)

こ川(.1し半座恒･Li州 liTlLl'､ulll.卜 …一二1.qlrL~､Llill.＼-1･申..< t証 州 ;lt tlltliTlitiIllL潤い‖1品Iti日日.:1ttllL-

;吋(､､い1､lJ.-:～l川Ll.I).-(;.

Ⅹ-ll里･irltliL､こItしげS吊一日･(､rll州 ti日日(吊 ul= (,(,Li .m･1r.< ＼＼･(,1.< (=･廿;(料. irlLiiLtHtiflL, high

("F:こ~111沖 ､LqitlrL､Lこ1tiL)ll10 :＼1 ;川(1 ト二l こlt :I,--(i .H､t･汀.i ･証 iltLrLl.･lrL､ (晶 い1叩t_､(1.＼､､宜'.･llこIrL~l

t､.yI)ド(･tt)(~ltt)Lltlu､l(,い 1-0 I,i-いr']け 証t叩 けLiSご~lti日日 t汗 LTrH＼･ttl ･,f'日日､hit_) j')il一-i. 'll吊.i

illttlis Ll.lI)lt､ill 王･止 Iti川I tLl .､＼l ;川tlト二l lt､.lL~1L< tt, I-川,I, 1･t-.<ult I-, ht､ tllI･lt;Sit汗Ll I(-･

きざt'1)ul)L!(:)I.:i.

1くい_1,＼､'川･tlド:tJ=!.い=/,Iドll-Jtげ し.HL<ti7日∴ =-llHt… itこIltli品 )(･こItit,tl

目蓋'日日lh亘-jt)int(I川 k (､トi川ド1'-

t,川･い=∴ 巨'∵工.r.'LU F樟Fz-用:L'叫廿!.Ll/.ll■!

t.は し 壁) に

先天性股関節脱臼 (以 下~先天股脱さの治療成績を同 じ

させることは,最前の iJO㌘emZギプス法を王とLfLニ時

代から,畢期発見サ リ-メソビー1---ゲル法 (以下 況B

紘)による機能的治療法の現在で獲)整 い ､やそれは RB

法によっても非整復例が且0-30%存在 Lj)2}3)また レ線

土の変化があ-/こ転歩行開始前闘 £臨床症状がないため

に発見が遅れる例が存在するためであるか

に不可欠のこととしてサ知命をこよって増加する変形性股

関節症 (以下変腹症)齢発症を確実に予防することにつ

いては輿論がない¢そ殿ためには,股関節の成段がはば

終 アする且2才噴 く園 澄)護でに関節適合性が良好で, L

かも股関節の荷蚤面積を表す CldlJ角が2相度最 長二である

べきことに-ついてもはば 一致をみている415)

･卜∴∴∴ li!~巨畑~~Llt:J巧ノ.ド.).:J二十'､,}∴ ~∴il'昌pi

を発症 Lた鳩舎に巨ヨ義形成術を施術することもあるが,

これでは遅すぎ関節適合姓が不良でその後の愛娘症の進

行を篠栗をこ防LLできない､,

そこで,股関節の成長終了期すなわち且2才以郡匿 レ線

所見から亨それ以後の股関節の状態単糖に CE 角を 筆

削ずる研究が行われてきた｡しかし この予測は患児の

年令が低いほど難 しく確実性も低いヤ

そこで著者は,わが国の社会情勢和 幸で小学校入学時

点 く6才う頃iiこ股関節の成長終了時の状態,特に Cfi

角をこついてできるだけ正確な予測をたて,不充分な CE

角が予測 きれる磯合は所期の C苦宅角を達成できる手術

を予防的をこ行 うべきであると考えている.

以 邑-_の観点か臣)予著者は就学直前頃のレ線指標をこよっ

て且望才時の C諾 角の比較的確実な予測値を求めること

により変股症を予防 L亨わが同の女児にとくをrR多いこの

激太股脱の永続的な治癒率を向上させることを意図したも

これが本論文の目的である-

1ト 症例の概要 と研究方法

;I. 症例の概要

前項に述べた目的を達成するた紬こ,この論文では,

のギプス治療体系で歩再開始襖にR初期治療を行った3m

徹 す1ナ初期治療終了後から股関節の成長が終了するほ才

頃までの経時的変化が太略把握できるような間隔をおい

て撮影 した レ線を検討できる管路例亨漫給餌関節を対象とを㌦

た々初診時年令は 漫才から3才5カ月,調登時年令は浸望

圧 十十 一4･1'3日ノ二日一十 隼 t甘 /LT､l桝 '｣;､ノ㌧ 12

才頃のレ線が検討できなかった66関節に-端､ては,それ

昆後の レ線所見を漫望才略と本質的な叢はないものとして

F廿､一､た.

1!. 研究方法

最下のようにレ線級によって最終調査時成績を判定し
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皆眉:就学期をこ先天鱒股関節脱に〕の最終成縄を予測頂るLJ/線指標の検誓言､j

その成績別に様 の々レ線上がう指標を検討し予さらに予測

をこ最転合理的な推計学的手法とLて薮回帰分析法を用い
た.

3.最終調査時成績の判定

変腹症U)病態進展の指標としてSeV貯ま恥諾｡の基準6)

を参考として,C琵角望0度以上を】群庸ば正常股関節),

漫9度以卜6度最上を望群く日義形成不全),5度以下を

3群を盛脱㌍こきまた"は新臣]蓋形成/jとし 望群,語群は手
術適応とLた,

望｡言順路旨標

治療前の状態を表す指標として脱臼度,初診時月食を
l車∴ト.

関節覚蘭を表す指標として初診時や2-パ3才時,5-〟

転才蜘こおけるC試角,鮎 調査時におけるml;狗,
Sh抱YP角を履いた.

脱至当の整復操作およびギプスや装具による固定中に盤

ずると考えられている成島軟骨帯損傷?)を表す間接的指

標として,5-6才時にお縛る骨頭横変形指数 (ep廟-

†∴､

3☆5--転二郎こおける計誇鵬指標値と調査時C監角と
の蚤相関の検討

初診紘 2-J3才晩 5-6昔時および調査時の各年

での指標値と調査時C既角との登相関を求めて,これ

毒～こより5へ鍔才U錐鞍点で成長終ア時のレ組成終予測の可

能性を検討Lた8さらに臨床使用上の閣僚性を考えず5

--6才時の指標値のみと調査時最終沼三角との蚤相関
を求めたサ

m･結 果

78例100関節の計測結果を調整時レ線成績による1-

3群別に豪浸き2,3に記教Lた.

A.i/纏成績

調査時レ線成績による3群は37関節,37%＼望群は37

関取 37勤;,3群は26関節号26,%であった,
[ミ･巨言卜丹守雄 表-I

初診時貌巨二濁度は骨頭中心齢Orn払r転damme夷鼠 Y線に

付=粗い巨常世洋上 rt!,工 111吐し'､;川畑拍･､H巨仁､1号

節を含む)を比較すると,甜鳳 fU度の脱臣〕例は謬Sj都を

レ線成績語群が3謹関節中9関節ほ9%)管,王度の脱臼

例では調査時レ線成績3群が45関節専務関節拍7,8,%)

であった･脱日渡GF)軽いⅠ度ではレ線卜の変化の強い3

77;i

群に属せる症例は!招こい健持5がみLI)れるが,統計学的に

は初診将脱臼度による調査時レ線成績の有意差はなかっ
ノ∴ さ一･･一~(1.()..T'∴

C.初診時月食(素窺う

初診時月食は.調査時レ線成績i群ではほ射~護かLhj嶺且

j.-上 汁､鳥〔吊 十日ti.[∴.持L{=:帖.I巨汗 ト㌦勘㌧県

レ線成績の差はなか-,た(p-0.05).

.L侶叫 こ轟吊こ結1日ト､､､=:畑ト ト言竹 :･1,(i.叫..

2-3才略5や9度,5--転才略淫乱6度賞詞慶時25｡7度で
順調な攻落酢みられた.

二･m一∴ ir㌦与i.i-二-IT.川上 u∴う川､一日.I.!!工 .T,

6才時凱6度声調癒時32.確度で5/-ノ6才最後は著明な改
善はなか-lたせ

-61叫.3.頼,常吉叫.-1.丁度'I':十JL･LL7､日∵::I. tt,

才以後むLろ悪化していた,以jニ語群を比較すると,2

-3才時に1,3群問,2,3群間でヲ5-6新時に1号
3群間で危険率5%で有意差があった,

さらに各時期と調査時のC民角の相関をみると,2

-3才時と調査時では相関係数扮.洩327であり,5-6才

時と調査時では相関係数鞭.5884ですともに商い相関関係

･.1㌦..･;A∴･凶:卜L li.

ll;.刀 :lt･111:lhlZhI･ir漉.＼･い亘畑1j斗儲けL末丁.

調査時Shayp熱量5.2±2.3度で正常とされたま群の

A首は,初診時3･6.9度ヲ2--3才時30.3度95-6才時

25.3度であ-1た.

調査時Sha.Fp角服す2±望渦度で円蓋形成不全を残し
てい.'-.]臣∴11.㌢∴声吊バ.t号,:_三L.tミ巨抹3,卜t∴ ;-'

t;畑-jlJT.7号十二_十 十.

幸調査時Sをla㌘P角53.8±3潮度で日義形成不全を残し

ていた3群ではず初診略語臥別蛮習2--J3才時3嶺.9度75

-転才略33朝露であった-以L3群を比較すると,望-

3才時に1,3群間,盟,3群間で,5-6才時に1,

率5%で着意差があったサ

軋 5--ノ6才時骨頭核変形指数 (王邪

5-6才時の骨頭横変形指数 用言)は,調査時レ練成

結1粁･､It吊闇十 ㌦川.;～バT-トい,(=;-'~I:LL.い､.Lt粧_卜鵜T,..!

節)のそれは0.324±0.081でありァ3群 (9関節)のそ

れは0,290±0.護36であ-3た.これらの値郡うち漫群と2

群間で魚険率5%で有意差があったq
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豪 遷調査時レ練成終息群の全症例 摘6関節)
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てIT(; 新潟医学会維誌 第10望巻 第まがヨー日嗣をj6㍍㌻且21∃

寮謂 調査時レ練成終3郡の全症例 (26関節う

老嬢初診日義脱臼度と調査時L〆線成績

-認 l粧 L‖廿 3群

言渡 ≡≡川 且8 8(8!,!!45月7.8%う45

ll 3旦

＼ l∴う.Tl､＼ほ.(1.(I.5､.1rl.～)H
敢険率5%rで有意差が認められない

素5初診時月余と調査鴫レ線成績

2群 三3群

華 子 2腸節

7_8カ.p--逮

稔険率5%で初診時月食による調査時レ線成績の覇者
差は語が)られない



皆川 二就学掛こ先天性股関節脱F_当の最終成績を予測する抄線指標の検討

貴 賎 C既角の経略的推移

∴薬い lLt'_):-p 月日一一･.0.()liさ

調 香時 CE角

A

国 語 2-鋤 一時および5-鎧才略と調査時の C監杓の相関
:＼.2-∴口煩 鳥 告1サト --('l/,lfr]/湘 昭 :寮F日も眉根セ
む｡432苛で明瞭な相関は認め られない中

限書5-鋤 【略と溜番時の C琶 角の相関 ;相関係数
H.満 ミ･卜こ高ト日日畑 吊 :畑 ∴卜十∴
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(i. 車帖itF:IFFY.野上1斗結､日東 バ.さ1.10､

経過ゆが)各年代のデ-針-が揃 ってい る25関節 を対 象

として (義 解),調査時 だ既角を 目的変数Yと し, 5-√

tiトト∵Lr~-:＼l.(lト二1'7-,7.ト:l十証明 ;i､県.＼ 目 上車畑閏

関係の検雷Ijを行-〕た (豪 鋸.

畑′叫..＼t十＼ ll;.Lll一:巧r;E･＼ ･･Lt∴ i!--.'1.f~叫

▲･＼TS:＼∴号.Ll卜目早･＼;.ド,;-'-l;持 上 ＼上覧･＼ 証 .

=二隼'_･L_,＼ ､tミ∴ l･二l･十＼ し7-,調榊!IL'tl∴lf'j十＼∴ .F

竃回帰式は

1'ニ 0.22バ= ＼～ll

0.07･ltH＼､iZ･

一十0.･ltn･い＼∴ト

TTt)

-0.1!｢車1:I)＼ ･卜

(Lr)l粁lll＼ 言 ､

1Ilo:ミⅠコ ＼ ､､(;)

十二(1.10;Wl㌔ 17二

で7実測 開 角 と予測 CFJ角昭相関度 を衷す蚤相 関

榛数 は軋爵嶺709で か な り高い嫡 開閉 旅が鬼 軽凍 美 e 各説

L'､:i畑 仁､:＼1,}叫 1-pL■:浸.ifnt.某 月 冊 1三二 tJ;- L.J∴

冊 ilL1ll二llj.(Tl､目早 .畑 ～t偏.ir差言 .‖汁∴ I:Lt:し洲 +_I.tqT

~'守 上 12軒で言Ll.･lr't5.心 二三'･LJl∴描仁 ∴丁.帖十1.(I_I

､一..:千 ･,!.i衷 !卜

予測 もブ琵 角 の統計 学約倍 蹄区間は,放険 率40-50%

素 顔 蛋 拒ji帰 分析 の検 討 症 例 ほ5関節 う
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東 野 最終調森崎 に既角と遷ぎ卵管諸式による予測 C冨角及びそ殿誤慕

各々20-25%

3 i ～LJT
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き 丁十川十十01 0十G六

嚢 葛粉 藍Uuj帰式を√こよる予測 だ琵角の信頼区間

図 嶺 予測 CE鞠鍔招き布模式図 192群の鞘紬E
C監角20度で両側検定では危険率40-50%で
可能であるが実際はユ群03円墨と2郡の日限
の片側検定であるので危険率はt/黛のm-25
%となるや



鰍 侶 就学紬 こ死 相 堆股関節 脱 臼の最 終 成績 を予 測す る L/線指 標 の 検 討

-1､瑞 ■:-Llト二巧 1～~ト 洲 ㌢十 二1. L!侶 :∵廿樟 !∵ ..- ∴ ･L'

きた く豪 遷約二き. これ は上 限 , 下 限 を あわせ た危 険 率 な の

管, 且群 の F'隈 と 2群 の上 限 の判 別 は L!2 03敷け 望5魔

の懸 険 率 で 可能 で あ った (聞 結 3群 は 2群 よ ?,きき ざ-)

∴ 上明 し斗二1-･'r巨状 ∴. 1臣 ILp了 ､＼‖i紬 ー̀;常且 上 -:7- ,i.

す なわ ら, 5-.6才時 まで の計測値 を用 いて成 長終 了

時 の CE 角 の 予測 値 を算 出 Lて20度 甘 Fの例 を手 簡 遡

:∴ ノ丁..

さ 損 こ,最 真二の望･5関節 を対 象 と した 5･--J6才時 の指 標

豪 恩遇 成 毘 終 了 時 成 績 良 好 例

t:上 し'1日 一ri

THl

懐 のみ と調登時 CE 角 の垂 相 関関 係 は ,調 査時 CWJ鞠

･日 ､ ri 上 付 ト ＼巨 }･＼ ･､l･.LII.I.tJ{r,r;'1.･＼ ､二･. I/,I

を Ⅹ (33 とす る と

＼､ ().uuu ＼ ､卜

1日.さ=t)＼ ∴三:

1詔営 業 は)

tL!,{)

でチ 教職 関係 数は0.7865で あ った≠ この議 を履 いて,

成 長 終 了時 の C,民 角 を謝 度 と Lだ場 合 の 5- 6才時 に

おけ る 糸貫,捌 をこ対 応す る 5--6才時 の C託 角 を計 算

･､LIl/J巧1207<i･_i--i.巨 /､:' (i巨卜ij ,吊.

す な わ ち 5--6才 時 に 計 測 した C況 角 が , そ の 時 滋 の 泥苫予流量に

対 応 す る FA表 の C濫 値 以 下 の 場 合 , 成 長 終 了 時 かこ望群 , 語群 の 成

績 不 良 例 と な る 妄i摘巨像 が 高 い .
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既m/ご対する表のUJE角以下の場合はも成最終開障-盟

群予3群の成績不良例になる示す能性が離 職で手術漁応

lL 考 察

先天股脱の最終的治療成績は巨竜旦捲遷発見号音もf3法による

機能的治療法が)税在で痩うな緋書き嬢がある｡蜘こ歩行開始

後をこ発見されてギプス治療を牽する例の場翻錐憾形成

そこで,鮎旦虹eT汗隠.の骨髄骨切り術92が口蓋形成不

変股,漉残性頭琵脱に∃股に軒斬る有効な手術法とLで発泰

でとぎれるようをこな〟〉た隼

著者-もき拳約手･技研霊磯や社会的激怒を考えて5-綴

才略に賢術を決漆芸すべきであると考えて泰研究を紹い苧

請---6湘雛こ比較的正確な成綴終了時Crは角の予測が

I､､,:･｢､LIT,･:トトJp,3i,rl~,

これまでがう緒鷲ではず成績良好例と不段例捌七軽検討

をこ｡より,ある年令での指標の定ま-,た数値最下あるいは

そ机封W二の例を手術適応とすることが多か-1た歩望郡モー

は†3才昆__邑了ごC民角5度以~~汚職例は手術激震である

許容範邦であるとし,紫藤}31は治療終ダ時捌式野望も3度

最下YA貰36度以f潤鮎濃7変形橡股関節症党隻Lt?)恐

れが大きいとし/こいる.

しかLヲ実際闘濃手酌適応を考える5′--ノ6才時のCFJ

角一つをLノ諾丸ても成績良好例と明後例のUJ琵角の群とし

ての有意差はあ--1て魁そげっ分布範囲が広いため群問の遜

腹が太きく,個 の々症例のそ銅線の経過を予測すること

はむずかしいく貴賎参照きtこのことは,盟-3才時と

調査時及び5-6才時と澗登時のm三角の相関関係が

低いことからもはつきをjしているを詞3-鬼や欝),

そこで亨いくつかの指標をJ凱 たゝ判別法の可能性につ

いて考えァ5-6才の就学前までのいくつかの数値と句

誹榊､1JLl卜二巧しい､車回甘再十1∴式:tJ二.

対象とした25関節について,股関節発育の指標として

成長軟骨帝損傷の間接的指標として7)5-6才時の既喜

十日主立,∴畑▲､7--.~､ハ駄植∵1調査時('I/.巧/､車両i‡･

分断を試みた.この結果はヲ相関係数0.8竣冒09と商い嫡

開関係を認めた,しかし,多くの指標を,用いることは臨

みをごよる霧を作成して5--6新時にこの裏から手術適応

をかなりな確からしぎで容易に決定できるようにしたや

＼'.総 括

逢.先天股脱の治療成績を向上させるためをLWは,畢新

発見乍蒼髄悪法による機能的治療法が普及した現存で転観

期治療後に円蓋形成不全や亜脱円が残った磯含,5-6

才の就学前に股傑葦節げ)威殿終了を噂を賢刺して～h次増変股

の予測が不嫁菜で緊縮激た､を:/｢船て 潤し真二方針がなかっ

Ij'.∴】･∵丹Tl点上宮上∴章_【'!∵,lL]樟膏､こ.巨ト.:..し11.1,

角を就学汚毒Jの5-賎那躯=梁測するたが潤し線指標につ

いて叢il3臓音分析法をこよる検討を車卜〉た冬

営.昭和詣軽還隼から昭和議を摘dQ澗匿新潟太学整形雑則で

ア時窓で昭経過をし/線で太略把握できる78例,護Ot蘭節

を対象とした 厳終調査時の股関節形成度をC琵角に

～. 'IJけ黒目･,′1･1廿日t.∴･十訂甘ミ揖fL上 川一十日-ti

渡鳥1-を望群汗音義形成が金主 5度以7を語群(藤脱

臣月度緑豊新日義形成)とした,関節発暫を表すし線と潤

指標ともて初診略号望-3才時および5---6都櫛こおけ

るC既角,A葺および成炭軟骨滞損傷の汚毒∃接的指標とし

~一一~i tl'巨t了L-卜】:11バL紺jト'_.十日一､㌦J冊｢帖LIf･:

できるように5--6二郎寺のみのこれだ>指標値と調登時だ試

角との蚤回帰分析を汚}てウニ釣藤回帰式を1軌､て㌢測

の豪を作成Lた<,

;''. ;̂'-i;与∴･_一つ~､し斗二:,-十 .廿 日 r-詳‖I膏､-∫L'tl二

:'['I'L-.-_1､車畑骨与を∴-.什トに(NI:∴上し村立巨･ト享∴ 小

回帰式をこよる才芸剤だ既角望田鹿で頂群と望,讃群を判別

斗′:､ここい:㌫L'=･1~.1[高石Tい信･.ltli日日･'JILli?:).車い吊∴1,㌧

し斗吊七∴∴'∴言.I;-,-tH;uLf了11日日t'･'.;.廿 t/,i.L'･､

3刺時のA言が薮祭な指標であ-1だャ

l･;-1-1ミ.畑仁＼t_､l･∴'fiL.＼t.ト二t■_帯封､{.i-し'll二(['j

ト〝､中畑閃.:i:鉦E∴(l.THl;1r守 十.一.:､L~､i粧:㌦右tU三i

いて股関節成長終開賢の鰐琵角がある程度の確からし

きをも-了だ正常な20度以上となるための5--6才時をこお

けるレ線指標の表を作成Lた すなわち5-6才時に

:＼トト二t.し'ト二J'_･_㍉乱調引圧.･･L･'-:のし'†･',軒j:1工し㌧上'､.＼十

I:.1;-'畑上｢1て:]Llト二!'(汗日､~L,T~ヽ場合.相即師し吊与川巨~

望群93欝の成績不良例になる可能性が高いので手術適

応と判断するのが妥当としたや
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